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1. 目的と調査方法

目的

日本生育外国人児童のリテラシー能力に関し、作文に表れ
た文法的な誤りの分析を通して、作文を書く力の一つとして
の文法の力の発達を探る。

調査方法

2007年、2008年入学児童47人(外国人児童(Ｆ)33人、日本人
児童(Ｊ)14人)の2-6年の出来事作文から文法的な誤りを抽出
して分類し、ＦとＪそれぞれの誤りの特徴や学年による変化を
分析した。



２ 文法的な誤りの種類
(１） 「文法の誤り」と「周辺の誤り」

文
法
的
な
誤
り

文法の誤り
・助詞 ・活用形式 ・接続助詞
・テンス／ヴォイス／アスペクト
・接続詞 ・その他

周辺の誤り
・語の選択／重複／不要な語句
・口語表現



２ (2)「文法の誤り」と「周辺の誤り」の例

1. 動物園では、にわとりがいました。
Ｆ6年 助詞

2. カッコイイでした。
Ｆ2年 活用形式

3. たのしくてつかれたました。
Ｊ3年 接続助詞

4. 私の好みじゃなかったのでさわっ
てませんでした。

Ｆ6年 アスペクト
5. 遊び方はかんたんです。（略）す
べるだけです。でもジェットコース
ターよりはおそいけど(略)。

Ｆ５年 接続詞

1. ヒトデもありました。

Ｆ3年 語の選択

2. わたしは、遠足の前の日

に、わたしはたのしみでし
た。

Ｆ4年 重複

3. かおがついてて……。

Ｊ2年 口語表現（縮約形）

※会話文の中からは採取し
ていない。



３ 分析内容

①「誤り出現率」を算出し、Ｆ、Ｊの「文法的な誤り」の多

全体的な特徴と学年による変化を捉える。

誤り出現率(％)＝誤りの数 ÷ 文節数 × 100

②「活用形式」の誤りの出現状況を調べる。

③「です・ます」形の誤りの出現を「口語表現」の誤りの出現

との関係から捉える。

④2つのケースについて、「です・ます」形の誤りの学年によ

る出現状況を分析する



４ 結果① 「文法的な誤り」の出現率

Ｆは２年ではＪの２倍以上。３年
までに急減し、その後も減少。し
かし、６年でもＪより高い。

Ｆ、Ｊともに助詞、活用形式、口
語表現の誤り出現率が高い。

Ｆ2-3年で個人差が大きい

2～6年の活用形式の誤りの出現率の変化に
ＦとＪの違いが見られる



５ 結果② （１） 「活用形式の誤り」の例と出現状況

1. おいしかたです (Ｆ2年)

2. いなっくなっていました(Ｊ2年)

3. かわいいかったです (Ｆ4年)

4. 見してもらう (Ｆ4年)

5. 食べれました (Ｊ4年)

6. 見る(「見て」の代わりに)(Ｆ3年)

7. きれくて (Ｆ5年)

8. 1日だったです(Ｆ5年)

9. うごかなかったです (Ｆ4年)

10. 痛いでした (Ｆ5年)

11. 遊ぶます (Ｆ6年)

活用形＋丁寧体で使われる助動詞
「です・ます」の組み合わせの誤り
→ 「です・ます」形の誤りと呼ぶ。

Ｊには１件のみ、
他は全てＦ

表記ミスの可能性が高い
活用形式の誤り全体に占める割合は

Ｆ71％、Ｊ77％

話しことばの影響の可能性が高い

Ｆ12％、Ｊ21％



５ 結果② （２）「です・ます」形の誤りの割合

赤色：「です・ます」形の誤り

出現件数も、活用形式の誤
りに占める割合もわずか。
しかし、Ｆは3年を除く各学
年に見られる。33名中10名
（約３０％）に出現。
Ｊは5年に1件のみ。



５ 結果２ （３）「です・ます」形の誤りのパターン
辞書形＋です 寝るです

辞書形＋でした
かわいいでした×2、カッコイイでした、いたいでした、大きいでし
た

辞書形＋ましたあそぶました
おいしそうだったです、くずれそうだたです、かまれそうだったで
す、
たいへんだったです、ざらざらだったです、やる所だったです、
1日だったです、金魚だったです、おれんじだったです、
(以上、形容動詞および助動詞ダ。「でした」が正用)
あつめれなかたです、こなかったです、まわれなかったです、
うごかなかったです、つくれなかったです
(以上、助動詞ナイ。「ませんでした」が正用)
つかれたです×2、言ったです
(以上、動詞。「ました」が正用)

た形＋でした
いたかったでした×2、たのしかったでした、おいしかったでし
た、
はずかしかったでした、しっょうぱかったでした

た形＋ました つかれたました(J５年)

ます＋した おべんとうおいただきますした、あとに、…

た形＋です

口語表現とし
ては許容？



６ 結果③ （１）口語表現の出現状況

口語表現の出現率
２－５年までＦが高い。
６年で逆転。

使用児童数 全児童47人（Ｆ33人、Ｊ14人）
Ｊは７－９人で推移（50.0～64.3％）。
Ｆは４年まで11人（33.3％）から19人
（57.6.％）へと増加。6年で18人（約54.5％）。



６ 結果③
（２）６年時の口語表現の使用と「です・ます」形の誤り出現数

６年で口語表現の使用がある児童に、「です・ます」形の誤りが見られる傾向にある。
その出現数は4年生に多い。話しことばから書きことばへのシフトの意識化によって、
「です・ます」形の誤りが起きるのでは？

6年での口語 F/Ｊ 児童番号 2年 3年 4年 5年 6年
無 a 3

b 1 3 2
c 2 4
d 1 4
e 1 3
f 2
g 2
h 1
i 1
j 1

Ｊ k 1

F
有

「です・ます」形の誤り
無 20名 1名
有 27名 10名

6年時の口語使用

６年時点の口語表現の有
無と、２ー６年の全作文に１
件でも「です・ます」形の誤
りがある児童の数

児童ｃ、ｄのケースを詳しく見る。



７ 結果④ （１）ケースＣ 日本生まれ ベトナム

形容詞の活用形＋「です・ます」形の組み合わせに関し

誤り ： かわいいでした、かわいいてした

正しい ：かわいかったです、でかかったです

か（わ）いかったです（表記ミス？） かわいいかったです（活用形の誤り）

４年では、形容詞過去の「です・ます」形に揺れがある

ケースＣ ４年 作文の抜粋
あざらしがかわいいでした。それにペンギンがかわいいてした。それにペン
ギンがおよいてるばしかわいかったですょ。それにじんべえざめのにてるさ
かながいでそのさかながかわいいかったです。それにイルカしょおでくじら
のなかまのでかさがでかかったです。それにタコがいました。それにタコは
ぼくの、あしのぐらいのでかさでした。すこくでかかったです。それにあざらし
がいつもきすをしてるそうです。それにかくれくまのみがかいかったです。



７ 結果④ （１） ケースＣ 日本生まれ ベトナム

５年では、形式「いたかったでした」等と正しい形式「たのしかったです」が混在し
ている。

６年では、形容詞過去の「です・ます」形は、全て正しい形式を用いている。

「たのしかったです」(4)、「おいしかったです」、「こわかったです」、「よかったです」

形容詞過去の「です・ます」形に関して、４、５年生での揺れを経て、６年で
正しい形式に安定した

ケースＣ ５年作文からの抜粋

でもちょっとおそりがいたかったでした。でもたのしかったです。それにか
えるときわくたくたでした。たくさんあるいたのであしがいたかったでし
た。それにかえるときあるくのがおそかったので2年生にひっぱられて
いきました。ちょっとはずかしかったでした。



７ 結果④ （２）ケースｄ 日本生まれ ベトナム

２年時には、動詞の「活用形＋です・ます」の組み合わせに関して、正しい形
式と誤った形式が混在している。
誤り ：つかれたです
正しい：つかれました

３年の作文では動詞の「です・ます」形は、全て正しい形式であった。
言いました、くっついていました、おこられました(2)。

ケースｄ ２年作文 抜粋
あっちいったり、こっちいったりして、つかれたです。…(一文省略)…。
でも、がんばりました。…(一文省略)…。こうていから○○こうえんにつ
くまでつかれました。あつくてあつくて、のどかわいたけど、きもちくてき
もちいです。

※形容詞の「です・ます」形
正しい：きもちいです（活用形の誤り）



７ 結果④ （２） ケースｄ 日本生まれ ベトナム

４年には、名詞＋「です・ます」形、動詞否定過去＋「です・ます」形に誤った
形式が見られる。

名詞 「です・ます」形の誤り：キンギョだったです、おれんじ だったです、

動詞 「です・ます」形の誤り：うごかなかったです つくれなかったです

正しい：つくれませんでした

５年、６年では「です・ます」形の誤りは見られない。

名詞・動詞の過去の「です・ます」形に関し、４年生まで揺れがあり、その後、正し
い形式に落ち着いた。

ケースｄ ４年作文抜粋
おれんじで、とてもキレイなキンギョだったです。ヒトデもいました。色は、
くろ、おれんじ、だったです。ヒトデは、ぜんぜんうごかなかったです。…(中
略)…。時間になったのでつくれませんでした。あかちゃんカメをもっともっ
とカワイクつくりたかったです。でもつくれなかったです。



８. まとめ

（１）全体の傾向

Ｆの誤りの出現率は、低学年ではＪの２倍以上であり、学年が上がるに
つれ差が小さくなるが、Ｊより高いまま。Ｆは低学年で個人差が大きい。

（２）活用形式

Ｆ．Ｊ問わず、活用形式の誤りの割合が高く、その多くが表記ミスや口語で
使っている形式の使用と考えられる。一方、「です・ます」形の誤りはＦの
特徴と言えそうだ。

（３）活用形式への口語表現の影響

口語表現の使用がある児童に、「です・ます」形の誤りが見られ、話しこと
ばから書きことばへのシフトがいつ起きるかが、Ｆの「です・ます」形の出
現に影響していると考えられる。

ただし、ＦＪともに、口語表現として定着している形式は、書きことばへの
シフト後も使われている。



ご清聴、ありがとうございました。


